
広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　☎電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 31,850人　	（＋１人）
男 	 15,861人　	（−６人）
女 	 15,989人　	（＋７人）
世帯	 16,398世帯	（＋２９世帯）
※令和７年６月１日現在（前月１日比）

− − − −

役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
７月・８月の土曜開庁
　７月５日（土）・８月２日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

　
お
知
ら
せ

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

７
月
の
納
期（
７
月
31
日
納
期
限
）

　
固
定
資
産
税　
２
期

　
国
民
健
康
保
険
税　
１
期

　
介
護
保
険
料　
２
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
１
期

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
税
務
課
納
税
係

　
　

☎

１
９
４

　
役
場
高
齢
者
支
援
課
医
療
保
険

　
料
係
☎

１
７
７

埼
玉
県
で
は
昭
和
５6
年
５
月
３１
日

以
前
に
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築

さ
れ
た
建
築
物
の
う
ち
、
病
院
や

埼
玉
県
で
は
、
民
間
建
築
物
の
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
と
し
て
、
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
の
お
そ
れ
の
あ
る
吹
付

け
材
の
含
有
調
査
及
び
吹
付
け
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
等
工
事
に
対
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

問　
埼
玉
県
建
築
安
全
課

　
☎
０
４
８

−

８
３
０

−

５
５
２
５

令
和
７
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
に
係
る
医
療
費
通
知
の
発
送
回

数
が
年
１
回(
２
月)

と
な
り
、
封

書
で
の
提
供
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ
す
る
診
療
年
月
の
期
間

は
令
和
６
年
１１
月
か
ら
令
和
７
年

１０
月
と
な
る
た
め
、
医
療
費
控
除

の
資
料
と
し
て
医
療
費
通
知
を
利

用
さ
れ
る
場
合
、
１１
月
と
１２
月
診

療
分
に
つ
い
て
は
医
療
機
関
等
か

ら
発
行
さ
れ
る
領
収
書
を
ご
利
用

多
数
が
利
用
す
る
建
築
物

の
耐
震
診
断
等
補
助
制
度

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
に
関
す
る
補
助
制
度

医
療
費
通
知
の
発
送
回
数

が
変
更
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料

を
ご
存
じ
で
す
か

店
舗
、
福
祉
施
設
な
ど
の
多
数
の

人
が
利
用
す
る
一
定
規
模
以
上
の

建
築
物
に
対
し
て
、
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
設
計
お
よ
び
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

問　
埼
玉
県
建
築
安
全
課

　

☎
０
４
８

−

８
３
０

−

５
５
２
７

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
交
換
に
伺
い
ま
す

有
効
期
間
満
了
に
伴
い
、
７
月
中

旬
か
ら
１０
月
中
旬
に
か
け
て
、
町

内
の
指
定
水
道
工
事
事
業
者
が
水

道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
定
期

交
換
（
無
料
）
に
伺
い
ま
す
。
な

お
、
対
象
世
帯
に
は
「
水
道
メ
ー

タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ
」
の
ハ
ガ

キ
を
お
送
り
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対　
下
川
原
、
西
戸
、
市
場
、
川

角
、
葛
貫
、
小
田
谷
、
毛
呂
本

郷
、
滝
ノ
入
、
目
白
台

※
対
象
地
区
以
外
の
地
区
で
も
、

有
効
期
間
が
満
了
す
る
メ
ー
タ
ー

は
定
期
交
換
を
行
い
ま
す
。

問　
役
場
水
道
課
業
務
係

　
　
☎

１
６
４

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
に
よ
り
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
で
医
療
費
通
知
情
報

を
取
得
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

前
々
月
診
療
分
ま
で
の
情
報
が
閲

覧
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
医
療
保

険
料
係
☎

１
７
７

夏
休
み
科
学
実
験
教
室

と
う
ふ
と
チ
ー
ズ
を
作
ろ
う
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毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に
月
額

４
０
０
円
の
「
付
加
保
険
料
」
を

上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
の
年
額
に
「
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月

数
」
の
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
納
付
の
免
除
・
猶
予
を

受
け
て
い
る
人
や
国
民
年
金
基
金

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
付
加
保

険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

対　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

ま
た
は
任
意
被
保
険
者

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
☎

１
３
５・１
３
６

広
告
板
や
立
看
板
な
ど
の
屋
外
広

告
物
は
、
店
舗
や
事
業
所
の
宣
伝

を
す
る
の
に
効
果
的
で
す
が
、
設

置
に
は
町
の
許
可
が
必
要
で
す
。

現
在
、
町
内
に
お
い
て
許
可
を
受

け
ず
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
所
有
す
る
土

地
や
事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

屋
外
広
告
物
が
許
可
を
受
け
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
し
、
許
可
を
受

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
と

い
う
意
味
で
、「
働
く
す
べ
て
の

方
々
が
、『
仕
事
』と
育
児
や
介
護
、

趣
味
や
学
習
、
休
養
、
地
域
活
動

と
い
っ
た
『
仕
事
以
外
』
と
の
調

和
を
取
り
、
そ
の
両
方
を
充
実
さ

せ
る
働
き
方
・
生
き
方
」
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
仕
事
（
ワ
ー
ク
）

と
生
活
（
ラ
イ
フ
）
の
望
ま
し
い

バ
ラ
ン
ス
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う

と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

よ
っ
て
も
変
化
す
る
も
の
で
す
。

様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
、
子

育
て
期
、
親
の
介
護
な
ど
を
行
う

中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
段
階

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、

多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
こ

と
が
仕
事
と
生
活
の
両
立
に
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

仕
事
（
ワ
ー
ク
）
と
生
活
（
ラ
イ

フ
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
生
活

は
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
に
繋
が

り
ま
す
。
多
様
な
働
き
方
、
生
き

方
が
選
択
で
き
る
社
会
を
実
現
す

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料

を
ご
存
じ
で
す
か

『
屋
外
広
告
物
』
の
設
置

に
は
許
可
が
必
要
で
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス

㊐　
７
月
１９
日
土

　
　
午
前
１０
時
～
正
午

　
　
７
月
２6
日
土

　
　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

　
　
（
ど
ち
ら
か
１
日
）

場　
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

講
師　
図
書
館
職
員

対　
小・中
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

　
な
に
を
調
べ
た
ら
い
い
の
か

な
？　
そ
ん
な
み
ん
な
に
ぴ
っ

た
り
な
講
座
は
こ
ち
ら
！　
調

べ
る
学
習
の
は
じ
め
の
は
じ
め

を
、
ま
ず
は
一
緒
に
や
っ
て
み

よ
う
！

定　
２０
人
（
先
着
順
）

　
メ
モ
帳
ま
た
は
ノ
ー
ト
、
筆

記
用
具

申　
７
月
６
日
日
午
前
９
時
３０
分

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

『
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る

学
習
』
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

け
て
い
な
い
場
合
は
速
や
か
に
許

可
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
都

市
計
画
係　
☎

１
５
２

る
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
「
ワ
ー
ク

・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問　
役
場
総
務
課
自
治
振
興
係

　
　
☎

３
１
４

　
講
習
・
イ
ベ
ン
ト

と
う
ふ・カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
に
な

る
ま
で
を
実
験
し
学
び
、作
ろ
う
！

㊐　
７
月
２7
日
日

　
　
午
後
２
時
～
４
時

場　
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

講
師　
太
田
考
二
郎
さ
ん

　
（
元
埼
玉
平
成
高
校
副
校
長
）

対　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）

※
大
豆
・
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
の
な

い
人

定　
１０
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

　
筆
記
用
具
、
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン

申　
７
月
８
日
火
午
前
９
時
３０
分

か
ら
図
書
館
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
可
）。

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

夏
休
み
科
学
実
験
教
室

と
う
ふ
と
チ
ー
ズ
を
作
ろ
う

6０
年
代
後
半
に
活
躍
し
た
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
と
同
時
代
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
の
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
展
示
し
ま
す
。

㊐　
８
月
１
日
金
～
７
日
木

　
　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
で
す
。

場　
図
書
館
２
階
読
書
室

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

レ
コ
ー
ド 

ジ
ャ
ケ
ッ
ト 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
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『
コ
ー
ラ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
』

会
員
募
集

毛
呂
山
町
・
鳩
山
町
・
鶴
ヶ
島
市

・
坂
戸
市
在
住
の
小
学
３
～
６
年

生
を
対
象
に
、
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
＆
電
動
車
い
す
体
験
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
大
学
生
と
一
緒
に

ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
＆
電
動
車

い
す
体
験
を
通
し
て
、
介
護
・
福

祉
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

㊐　
８
月
23
日
土

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

場　
日
本
医
療
科
学
大
学
５
号
棟

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
集
合

講
師　
日
本
医
療
科
学
大
学
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

西
田
典の

り
史ふ

み
教
授　
荻お

ぎ
山や

ま
泰た

い
地ち

准

教
授

対　
町
内
在
住
の
小
学
生
（
３
年

生
以
上
）



　
動
き
や
す
い
服
装・室
内
履
き

定　
20
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
８
月
７
日
木
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　
日
本
医
療
科
学
大
学

　

ｔ
２
９
８

−

６
３
０
６

福
祉
体
験
講
座
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

夏
休
み
藍あ
い
染ぞ

め
体
験
教
室

か
つ
て
、
毛
呂
山
で
も
行
わ
れ
て

い
た
藍
染
め
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

大
道
芸
で
お
な
じ
み
の
ボ
ー
ル
、

デ
ィ
ア
ボ
ロ
（
中
国
ゴ
マ
）、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
作
成
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

㊐　
７
月
30
日
水　
午
前
10
時
～

正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

※
１
人
30
分
間
の
予
約
制
で
す

場　
図
書
館
２
階

視
聴
覚
室

対　
小
学
３
年
生
～
中
学
生
（
保

護
者
同
伴
可
）

定　
午
前
・
午
後
と
も
に
30
人

講
師　
東
京
農
業
大
学JugAgri

料　
無
料

申　
７
月
９
日
水
午
前
９
時
30
分

か
ら
受
付
（
電
話
可
）

問　
図
書
館
☎
２
９
５

−

１
０
１
５

子
ど
も
大
道
芸
体
験

第
19
回　
東
公
民
館

め
じ
ろ
コ
ン
サ
ー
ト

障
が
い
に
つ
い
て
、
気
軽
に
話
せ

る
場
所
は
あ
り
ま
す
か
？　
相
談

先
を
ご
案
内
し
ま
す
。

㊐　
７
月
24
日
木

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

家
族
の
た
め
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

将
来
が
心
配
だ
け
ど
何
を
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
。
ど
ん
な
人

に
頼
る
こ
と
に
な
る
の
？　
ぼ
ん

や
り
と
不
安
が
増
え
て
い
ま
せ
ん

か
？　
そ
ん
な
不
安
を
解
消
す
る

た
め
の
全
２
回
の
講
座
で
す
。

㊐　
８
月
１
日
金
、
８
日
金

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
東
公
民
館
会
議
室
１・２

　
１
日
／
運
動
不
足
を
解
消
し

よ
う　
～
気
軽
に
で
き
る
簡
単

な
運
動
～

８
日
／
成
年
後
見
人
は
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
の
？　
～
成
年
後
見

人
に
つ
い
て
聞
い
て
み
よ
う
～

対　
65
歳
以
上
で
医
師
に
よ
る
運

動
制
限
の
指
示
が
な
い
人

定　
20
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

　
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
動
き
や
す
い
服
装

申　
７
月
７
日
月
か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）。

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
☎

１
２
８

い
き
い
き
シ
ニ
ア
講
座『
老
後

の
不
安
を
や
っ
つ
け
ろ
！
』

　
講
習
・
イ
ベ
ン
ト

ん
か
？　
お
子
さ
ん
で
も
で
き
る

簡
単
な
藍
染
め
を
行
い
ま
す
。
夏

休
み
の
思
い
出
に
藍
染
め
体
験
を

ど
う
ぞ
。

㊐　
７
月
26
日
土
、
８
月
２
日
土

午
前
10
時
～
正
午

場　
歴
史
民
俗
資
料
館

定　
各
回
20
人
（
先
着
順
）

※
１
グ
ル
ー
プ
３
人
ま
で
申
込
可

講
師　
藍
染
め
サ
ー
ク
ル

料　
５
０
０
円

　
体
験
費
、
飲
み
物
、
染
料
が

付
い
て
も
構
わ
な
い
服
装
、ゴ

ム
手
袋
、エ
プ
ロ
ン

申　
７
月
12
日
土
か
ら
資
料
館
の

窓
口
、
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

ま
れ
る
場
合
は
必
ず
希
望
日
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

rekisi@town.moroyama.lg.jp

場　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
館　
４
階
会
議
室

講
師　
入
間
西
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー　
平
野　
一
さ
ん

対　
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
ご
家

族
が
い
る
人
で
、
越
生
町
・
鳩

山
町
・
毛
呂
山
町
・
坂
戸
市
・

日
高
市
に
在
住
の
人

定　
20
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
７
月
22
日
火
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ぞ
み
ｔ
２
７
６

−

２
０
８
８
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情
報
交
換

「
花
・
花
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
写
真
展
で
す
。
会
員
そ

れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
作
品
に
仕
上
が

っ
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
、
会
員
の
募
集

も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

声
掛
け
く
だ
さ
い
。

㊐　
７
月
９
日
水
～
13
日
日

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
13
日
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
）

場　
図
書
館
２
階
展
示
室

問　
フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
毛
呂
山

　

ｔ
０
９
０

−

５
３
２
９

−

６
９

４
６
代
表
・
村
田

フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
毛
呂
山

第
８
回
『
花
の
写
真
展
』

荒
川
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

河
川
美
化
、
愛
護
の
意
識
や
河
川

へ
の
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目

的
に
荒
川
の
風
景
画
を
募
集
し
ま

す
。
入
賞
者
に
は
応
募
し
て
い
た

だ
い
た
絵
を
ス
タ
ン
ド
に
し
て
贈

呈
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
申
込
み
方
法
等
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対　
小
学
生

応
募
期
間　
９
月
12
日
金
ま
で

題
材　
荒
川
流
域
の
川
や
ダ
ム
の

風
景

問　
荒
川
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
実
行

委
員
会
事
務
局
（
荒
川
上
流
河

川
事
務
所
流
域
治
水
課
）

　

ｔ
２
４
６

−

６
３
６
０

私
た
ち
は
秋
馬
孝
文
先
生
の
優
し

い
ご
指
導
の
も
と
、
い
ろ
い
ろ
な

曲
を
楽
し
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
歌
が
好
き
な
人
、
歌
に
興
味

を
持
た
れ
て
い
る
人
、
男
女
問
わ

ず
見
学
・
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

㊐　
毎
月
土
曜
日
２
回（
不
定
期
）

　
午
後
１
時
～
３
時

場　
中
央
公
民
館

料　
月
額
１
０
０
０
円

問　
ｔ
２
９
９

−

６
１
６
２
小
野

『
コ
ー
ラ
ス
た
ん
ぽ
ぽ
』

会
員
募
集

第
25
回
毛
呂
山
町
ナ
イ
タ
ー

陸
上
競
技
記
録
会

㊐　
８
月
16
日
土　

　
午
後
５
時
か
ら
受
付
開
始

※
雨
天
中
止
で
す
。

場　
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
２
０
０

メ
ー
ト
ル
、
１
５
０
０
メ
ー
ト

ル
、
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
（
ス
パ
イ
ク
可
）

対　
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
、

一
般
、
壮
年
（
40
歳
以
上
）

料　
１
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

申
・
問　

７
月
１
日
火
か
ら
31
日

木
ま
で
に
、
毛
呂
山
町
ス
ポ
ー

ツ
協
会
陸
上
部
井
岡
（ioka-

130@
lilac.plala.or.jp

）
に

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
大
会
要
項
等
メ
ー
ル
に
添

付
し
返
信
し
ま
す
。
ま
た
、
大

会
要
項
等
を
総
合
公
園
体
育
館

に
も
置
い
て
お
き
ま
す
。

※
午
後
４
時
か
ら
『
か
け
っ
こ
教

室
』
も
開
催
し
ま
す
。

協
力　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｓ

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
」
に
よ
る
素
敵
な
演
奏
、

歌
唱
を
お
届
け
し
ま
す
。
心
に
し

み
る
美
し
い
歌
声
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
ご
家
族
・
ご
友
人
と
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

㊐　
８
月
３
日
日

　
　
午
後
１
時
30
分
～

場　
東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル

定　
１
４
４
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
不
要

問　
東
公
民
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

２
２
７
７

第
19
回　
東
公
民
館

め
じ
ろ
コ
ン
サ
ー
ト

毎
年
夏
休
み
の
恒
例
企
画
、
今
回

で
３
回
目
と
な
る
再
発
見
講
座
で

は
、
１
９
６
５
年
の
ザ
・
ビ
ー
ト

ル
ズ
の
世
界
で
の
活
躍
と
日
本
で

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が

ら
、
彼
ら
が
残
し
た
名
曲
の
数
々

を
演
奏
し
ま
す
。

㊐　
８
月
３
日
日

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
図
書
館
２
階　
視
聴
覚
室

演
奏
者　
Ａア

ビ

ー

Ｂ
Ｂ
Ｅ
Ｙ　
Ｒロ

ー

ド

Ｏ
Ａ
Ｄ

定　
50
人
（
先
着
順
）

夏
休
み
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト

料　
無
料

申　
７
月
13
日
日
午
前
９
時
30
分

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。

問　
図
書
館
ｔ
２
９
５

−

１
０
１
５

㊐　
８
月
17
日
日

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

場　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　
25
人
（
先
着
順
）

料　
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
普
通
救
命
講
習
を
受
講
さ
れ
た

人
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
上

級
救
命
講
習
を
受
講
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

申　
７
月
１
日
火
か
ら
消
防
署
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

　
　
☎
２
９
５

−

０
１
１
９

上
級
救
命
講
習

　
募
集

町
立
保
育
園

夏
期
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

応
募
資
格　
高
卒
以
上

勤
務
日　
月
曜
日
～
金
曜
日

勤
務
時
間　
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
（
昼
休
憩
あ
り
）

日
額　
９
２
８
９
円
か
ら

場　
町
内
公
立
保
育
園

勤
務
期
間　
７
月
14
日
月
～
８
月

29
日
金

申　
８
月
15
日
金
ま
で
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
よ
り
申
込
も
可
能
で
す
。

問　
役
場
子
ど
も
課
保
育
係

　
　

ｔ

１
４
１
・
１
４
２
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熱
中
症
は
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
多
く
発
生
し
ま
す
。
熱
中
症
は

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
で

も
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、

正
し
い
予
防
を
す
る
こ
と
で
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
喉
が
渇
く
前
に
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
す
る
（
１
日
あ
た
り

１・２
ℓ
が
目
安
）

・
規
則
正
し
い
食
生
活
を
す
る

・
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
睡
眠
を
と
る

・
高
温
多
湿
の
場
所
や
屋
外
で
の

作
業
や
運
動
を
避
け
る

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
！

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
の
予

防
接
種
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

情
報
交
換

・
令
和
６
年
度
内
に
生
後
24
か
月

（
２
歳
）
に
達
し
た
人

・
令
和
６
年
度
内
の
年
長
児
（
平

成
30
年
４
月
２
日
～
平
成
31
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

・
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の

う
ち
、
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
に
風
し
ん
の
追
加
的
対
策
に

よ
っ
て
公
費
で
抗
体
検
査
を
実

施
し
た
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体

が
不
十
分
で
あ
っ
た
人

感
染
防
止
の
た
め
に
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
中
、
麻
し
ん
・
風
し

ん
ワ
ク
チ
ン
の
不
足
に
よ
り
、
定

期
の
予
防
接
種
対
象
者
で
接
種
対

象
期
間
内
に
定
期
接
種
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
人
に
対
し
、
２
年
間

接
種
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

対　
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き

な
か
っ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

お
子
さ
ん
を
感
染
症
か
ら
守
る
た

め
に
予
防
接
種
は
と
て
も
大
切
で

す
。
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
接
種
対
象
の
予
防
接

種
で
受
け
忘
れ
の
あ
る
場
合
は
お

早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。
特
に

日
本
脳
炎
予
防
接
種
や
、
小
学
校

就
学
前
の
１
年
間
（
年
長
児
）
で

受
け
る
麻
し
ん・風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）

の
予
防
接
種
、
11
歳
か
ら
13
歳
未

満
で
接
種
す
る
２
種
混
合
は
打
ち

忘
れ
が
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

接
種
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
し
ま
う

と
公
費
（
無
料
）
で
は
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
の
受
け
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
で
室
温
を

下
げ
る

・
風
通
し
を
よ
く
す
る

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
対
策
を
行
い
、
熱

中
症
か
ら
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

で
表
彰
し
ま
す
。

表
彰　
男
子
の
部
・
女
子
の
部
別

に
表
彰
。
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
あ
り
。

※
表
彰
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
は
あ
り

ま
せ
ん
。

申　
申
込
用
紙
（
中
央
公
民
館
、

東
公
民
館
、総
合
公
園
体
育
館
、

リ
ン
ク
ス
Ｇ
Ｃ
で
配
布
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
８
月
４

日
月
ま
で
に
郵
送
し
、
参
加
費

２
０
０
０
円
を
「
埼
玉
縣
信
用

金
庫
長
瀬
支
店
普
通
１
１
８

−

６
０
３
６
６
９
３　
毛
呂
山
町

ゴ
ル
フ
連
盟
」
に
お
振
り
込
み

く
だ
さ
い
。

問　
毛
呂
山
町
ゴ
ル
フ
連
盟
会
長

　
ｔ
０
９
０

−
２
６
４
０

−

９
３

４
５
柿
沼

第
20
回
毛
呂
山
町
民

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

町
民
の
親し

ん
睦ぼ

く
と
健
康
の
増
進
を
図

る
た
め
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　
９
月
12
日
金

場　

さ
い
た
ま
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
葛
貫
１
２
０
０
）

参
加
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤
者

と
そ
の
関
係
者
（
男
女
・
年
齢

不
問
）

定　
２
２
４
人
（
先
着
順
）

料　
１
２
５
０
０
円
（
参
加
費
２

千
円
含
む
）

※
セ
ル
フ
プ
レ
ー
費
、カ
ー
ト
代
、

昼
食
代
込
み
（
ロ
ッ
カ
ー
代
別
）。

競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
新
ぺ
リ
ア

方
式
。
フ
ロ
ン
ト
ハ
ー
フ
集
計

夏
の
恒
例
行
事
で
す
。
皆
さ
ん
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐　
７
月
20
日
日

場　
延
命
寺（
下
川
原
２
４
５
）

　
模
擬
店
（
午
後
４
時
か
ら
）

　
　
盆
踊
り（
午
後
６
時
30
分
か
ら
）

問　
ｔ
２
９
５

−

４
４
５
９
廣
田

第
46
回
下
川
原
夏
ま
つ
り
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ７/８（火）、７/28（月）

８/12（火）、８/25（月） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ７/16（水）、８/20（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談 ７/10（木）、８/14（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
８/１（金） 10:00～11 :00 役場１階町民ホール

保健センターｔ294−5511
７/１（火） 10:00～11 :00 保健センター

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00 子育て支援センター

（必要に応じて変更可能）
こども家庭センターｔ294−1800

育児ほっと相談室 ７/16（水）、８/20（水） 10 :00～11 :00 子育て支援センター
もろっこ（元子育て支援室）

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 平日  8:30～17 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601

消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00
※最終受付　14 :40まで 役場相談室 役場産業振興課

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

の
だ
ろ
う
」（
要
約
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
垂
仁

天
皇
が
痛
ま
し
い
殉
死
を
禁
止
し
、
天
皇
に
仕
え
た

豪
族
の
野の

み
の
す
く
ね

見
宿
禰
は
、
代
わ
り
に
土
で
作
っ
た
人
馬

を
立
て
る
よ
う
に
進
言
し
た
こ
と
は
、『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
に
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
埴は

に

輪わ

の
起
源
と

す
る
説
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
埴
輪
が
出
土
し
な
い

行
任
塚
の
被ひ

葬そ
う

者し
ゃ

を
貴
人
と
殉
死
者
た
ち
と
考
え
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

明
治
時
代
の
発
掘
調
査
か
ら
98
年
経
っ
た
平
成
３

年
（
１
９
９
１
）、
工
場
建
設
に
伴
う
考
古
学
的
な

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
行
任
塚
の

周
辺
に
は
、
10
基
以
上
の
古
墳
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
帯
を
西
戸
古
墳
群
と
名
付
け
、
行
任
塚
を
２
号
墳

と
し
ま
し
た
。
調
査
で
は
、
長
さ
２
・
１
５
メ
ー
ト

ル
の
遺
体
を
納
め
た
奥
の
部
屋
（
玄げ
ん

室し
つ

）
と
手
前
の

前
室
の
二
つ
に
分
か
れ
た
横よ
こ

穴あ
な

式し
き

石せ
き

室し
つ

が
発
見
さ

れ
、
数
体
分
の
臼
歯
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
出
土
品

は
、
金
環
に
相
当
す
る
金こ
ん

銅ど
う

製せ
い

の
耳
飾
り
の
ほ
か
、

ガ
ラ
ス
製
の
小
玉
が
多
数
出
土
し
ま
し
た
。
刀
と
鏃

は
出
土
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
治
時
代
の
記
録
を

裏
付
け
る
成
果
で
し
た
。

　

複
数
の
被
葬
者
は
、
異
な
る
時
期
に
何
度
も
遺
体

を
埋
葬
す
る
追つ
い

葬そ
う

の
結
果
で
あ
っ
て
、
横
穴
式
石
室

の
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。『
西
戸
古
塚
記
』
は
、

地
域
の
歴
史
に
留
ま
ら
ず
、
今
か
ら
１
３
０
年
以
上

前
の
、
考
古
学
事
情

を
良
く
伝
え
て
お

り
、
考こ
う

古こ

学が
く

史し

を
飾

る
貴
重
な
資
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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毛
呂
山
町
の
遺
跡
調
査
で
最
も
古
い
記
録
は
、
今

か
ら
１
３
０
年
以
上
前
の
明
治
時
代
に
遡
さ
か
の
ぼり
ま
す
。

現
在
の
西
戸
地
内
で
行
わ
れ
た
小
高
い
塚
の
調
査
で

す
。
森
戸
村
（
現
坂
戸
市
）
の
大だ
い

徳と
く

周
し
ゅ
う

乗じ
ょ
うに

よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
た
当
時
の
調
査
記
録
は
、
石
に
刻
ま

れ
、『
西さ
い

戸ど

古こ

塚づ
か

記き

』
と
し
て
古
墳
の
頂
上
に
立
て

ら
れ
ま
し
た
。

　

調
査
が
行
わ
れ
た
古
塚
は
、
地
元
で
は
行
ぎ
ょ
う

任に
ん

塚づ
か

と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
行
任
と
は
、
西
戸
を
開
発
し

た
と
い
わ
れ
る
平
た
い
ら
の

維い

新し
ん

の
こ
と
で
、
西
戸
の
丸
山

城
を
築
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

　

行
任
塚
の
調
査
は
、
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）、

地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。『
西
戸
古

塚
記
』
に
は
、「
入
間
郡
川
角
村
西
戸
に
行
任
塚
と

い
う
古
塚
が
あ
り
、
秋
の
長
雨
で
塚
が
崩
れ
、
槨
ひ
つ
ぎ

が

表
れ
た
。
槨
は
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も

一い
ち

丈じ
ょ
うほ
ど
の
広
さ
で
、
中
か
ら
、
人
骨
、
刀
、
鏃

や
じ
り
、

金き
ん

環か
ん

が
出
土
し
た
。
奥
の
槨
に
は
、
数
体
の
人
骨
が

整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
埋
葬
さ
れ
て

い
た
の
は
高
貴
な
人
と
殉
じ
ゅ
ん

死し

者し
ゃ

た
ち
で
あ
る
。
殉
死

の
風
習
は
垂す
い

仁に
ん

天て
ん

皇の
う

の
代
に
禁
止
さ
れ
た
が
、
畿き

内な
い

か
ら
遠
い
東
の
地
ま
で
は
俗ぞ

っ

化か

さ
れ
て
い
な
か
っ
た

～石に刻まれた発掘の記録～

歴史民俗資料館に移設された
『西戸古塚記』の碑
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